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昨
年
に
引
き
つ
づ
い
て
、
母
校
な
ら
び

に
同
窓
会
共
催
に
よ
る
「
夏
期
講
習
会
」

は
、
去
る
七
月
十
六
日
よ
り
二
週
間
に
わ

た
っ
て
開
催
さ
れ
、
去
月
二
十
八
日
無
事

盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

本
年
度
の
講
習
科
目
は
矯
正
科
、
補
綴

科
、
保
存
科
、
放
射
線
科
の
四
科
目
で
、

受
講
者
総
数
は
四
十

一
名
の
多
き
に
及
ん

に
終
了

受
講
者
は
、
東
京
近
以
は
も
と
よ
り
今

年
も
青
森
、
岩
手
、

山
形
、
滋
賀
な
ど
遠

隔
の
地
か
ら
多
数
の
参
会
者
が
あ
り
、
酷

暑
の
な
か
を
早
朝
九
時
よ
り
夕
刻
五
時
を

過
ぎ
る
ま
で
、
母
校
教
授
を
は
じ
め
教
室

員
の
懇
切
な
指
導
の
も
と
に
熱
心
に
最
新

の
歯
科
医
学
知
識
修
得
に
努
力
さ
れ
、
し

か
も
矢
野
貞
雄
氏
の
如
、
き
は
全
科
目
を
将

連
続
受
持
さ
れ
て
、
そ
の
真
剣
さ
に
心
ぞ

う
た
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

な
お
各
科
目
三
日
間
の
講
習
過
程
終
了

後
、
福
島
学
長
な
ら
び
に
中
井
会
長
よ
り

修
ア
証
書
の
授
与
が
行
な
は
れ
た
が
、
そ

の
席
で
受
講
者
の
方
々
は
直
接
指
導
を
さ

れ
た
講
師
に
対
し
て
感
謝
の
宴
を
も
よ
お

し
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
さ
ら
に
今
後
の

講
習
会
の
た
め
の
活
発
な
意
見
の
交
換
も

行
な
わ
れ
た
。
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総
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開
催
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お
知
、り
せ

本
年
度
の
同
窓
会
総
会
は

十
一
月
十
一
日

(
日
〉

母
校
講
堂
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
決
定
致
し
ま

し
た
。
詳
細
は
次
号
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す。
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一
五
八
回
東
京
歯
科
大
学
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会
)

総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

本
年
度
東
歯
学
会
総
会
は

十
一
月
十
日

(土
)
(
同

窓
会
総
会
の
前
日
)
母
校
講
堂
に
お

い
て
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
決
定
致
し
ま
し
た
。
詳
細
は
次
号
を
御
参
照
下
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(放
射
線
科
実
習
〉

(
お
詫
び
)
受
流
申
込
者
中
無
断
欠
席
が

あ
り
、
こ
の
た
め
一
部
の
方
に
御
迷
惑
を

お
か
け
し
た
こ
と
を
お
花
ぴ
致
し
ま
す
。
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V

感
ヘ

。
今
回
の
講
習
会
は
日
常
巡
遇
す
る
保
存

学
の
理
論
と
実
習
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

関
根
教
授
の
学
説
は
世
界
小
に
も
知
れ
て

居
る
乙
と
は
聞
い

て
居
た
が、

熱
心
に
要

点
を
力
説
さ
れ
炎
暑
中
約
五
時
間
半
も
の

講
演
は
楽
し
さ
と
幸
福
で
一
杯
で
あ
っ

た
。
今
回
の
講
習
で
目
で
見
て
耳
に
聞
い

て
乙
ん
な
本
」
備
は
な
い
と
感
謝
し
た
。
私

は
乙
の
尊
い
理
論
と
手
術
と
を
日
常
臨
床

で
六
、
七
十
人
の
患
者
診
療
に
ど
う
管
理

し
て
行
く
か
簡
科
医
師
の
稼
動
点
は
限
度

は
ど
ζ

ま
で
か
と
六
十
才
の
今
日
考
え
な

く
て
は
と
反
省
さ
せ
ら
れ
、
も
う

一
度
乍

似
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
居
る
。
教
室
員

一
同
感
謝
し
、
乙
の
計
川
を
立
案
さ
れ
た

学
長
同
窓
会
に
年
数
回
開
催
し
て
い
た
だ

い
て、

そ
の
結
果
を
論
じ
て
見
た
い
と
念

願
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
は
、
彼
鎚
問
題
が
テ
1
7
で
あ

っ

た
た
め
、
生
活
倒
髄
切
断
術
或
は
小
川
陶

科
に
つ
い
て
は
受
活
出
来
な
か
っ
た
乙
と

を
残
念
に
思
う
。
お
械
薬
品
の
斡
旋
も
ほ

ん
と
う
に
助
っ
た
。

ロ
ン
グ
ネ
ッ
ク
パ

ー

も
、
マ
イ
ジ
ン
ゲ

ン
会
社
製
で
な
く
和
製

の
も
の
を
早
く
発
売
し
て
欲
し
い
。

(

柳

沼

彦

恵

)

O
七
月
二
十
三
、
四
、
五
の
三
日
間
保
存

部
夏
別
講
習
会
に
山
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
猛
u
f
の
折
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
関
根

先
生
始
め
教
室
の
先
生
方
よ
り
微
に
人
り

細
に
入
り
御
懇
切
な
御
指
導
を
賜
り
誠
に

恐
縮
致
し
ま
し
た
。
私
は
コ
一
年
ー半
の
ゆ
「
業

に
て
慌
し
く
卒
業
、
直
ち
に
入
賞
、
三
年

間
の
空
白
を
経
て
補
続
科
教
室
に
入
室
、

同

窓

講

演
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景
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約
半
年
聞
の
実
習
後
開
業
し
た
次
第
で
す
一
去
る
六
月
二
十
四
日
母
校
講
堂
に
お
い
一
た
。
乙
の
支
は
過
労
に
陥
り
易
い
一
般
臨

。
従
っ

て
保
存
、
外
科
は
勿
論
、
総
て
の

一
て
予
報
の
如
く
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た。

一
床
家
に
と

っ
て
は
軍
要
な
一
示
唆
と
な
っ

臨
床
に
基
礎
が
無
く
、
唯
教
科
書
、
ノ

I
一

木

下
隆
治
教
授
は

「
医
業
経
常
の
近
代

一
た。

ト、

雑
誌
等
の
知
識
に
て
、
日
々
診
療
に

一
化
は
何
か
ら
始
め
れ
ば
よ
い
か
」
と
題
し

一

つ
づ
い
て
鈴
木
和
男
講
師
は
日
本
に
於

従
事
し
て
居
り
、
自
己
流
か
ら

一
歩
も
出

一
て
諮
誌
や

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
話
を
さ
れ
一
け
る
商
科
法
医
争
発
達
の
現
状
と
題
し
て

て
居
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
丁
度
昭
和
二
十

一
た
。
氏
は
摘
科
医
業
は
企
業
で
は
な
く
家
一
講
演
さ
れ
た
。
先
づ
我
が
固
に
於
け
る
法

五
今
同
級
パ
ー
の
紺
介
で
日
大
筒
科
生
化
宇

一
業
的
特
性
が
あ
る
た
め
、
合
理
化
や
近
代

一
医
学
発
達
の
燃
史
を
簡
単
に
述
べ
ら
れ
、

教
宅
に
て
ア

ル
バ
イ
ト
を
行
い
、
菅
野
先

一
化
に
は
ハ
ら
限
界
が
あ
る
鳴
を
し
ば
し
ば

一
即
ち
白
木
人
に
し
て
最
初
に
法
医
学
の
説

生
の
御
指
導
に
て
一

昨
々
年
仕
事
を
完
了

一
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
の
皆
保
険
下

一
義
を
行
な
っ
た
の
は
東
大
の
片
山
国
嘉
博

し
ま
し
た
。
以
来
自
宅
K
て
診
療
に
専
念

一
に
あ
っ
て
は
如
何
に
す
れ
ば
良
き
正
し
き

一
士
で
、
そ
の
当
時
は
裁
判
医
学
と
い
う
名

し
て
居
り
ま
す
が
、
臨
床
に
は
臨
床
の
基

一
医
療
を
広
い
階
層
の
人
々
に
及
ぼ
し
得
る
一
称
の
も
と
に
犯
罪
捜
査
や
刑
苓
訴
必
問
題

木
が
あ
り
、
叉
い
念
を
持

っ
て
毎
日
を
治

一
か
に
つ
い
て
述
べ
る
と
同
時
に
、
収
入
と

一
等
に
応
用
医
予
と
し
て
極
め
て
定
要
な
役

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
痛
-
以
し
て
居
り
ま
し

一
利
殺
と
の
凶
係
を
民
業
道
徳

ω立
場
か
ら

一
割
を
演
じ
て
米
た
」
与
を
話
さ
れ
、

一
方
附

た
。
今
回
永
年
以
念
願
を
実
行
に
移
す
機
ど

ωよ
う
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
科

ω法
以
学
は
既
に
点
く
は
野
口
英
附
博

会
を
得
た
次
第
で
す
。
受
泌
後
未
に
日
も

一
か
を
話
さ
れ
た
。

一
土
に
よ
っ
て
最
初
の
治
義
が
な
き
れ
た
。

浅
い
の
で
す
が
、
何
か
れ
わ
を
仰
に
阪
な

一

先
ず
来
院
し
た
患
岩
に
対
し
て
は
、
そ
一
つ
e

つ
い
て
犯
近
関
科
を
中
心
と
し
た
法
以

矢
持
で
診
療
し
て
居
り
主
す
。
今
後
は

二

の
疾
病
の
状
泌
を
標
本
に
、
模

明

に

叉

一
宇
的
叫
項
に
つ
い
て
の
研
究
は
極
め
て
さ

人
の
患
者
に
出
来
る
限
り
時
間
を
机託
し
て

一
は
レ
ン

ト
ゲ
ン
写
山
市
ヂ
に
よ

っ
て
詳
細
に

一
か
ん
で
、
惰
牙
に
よ
る
年
令
、
内
別
、
品川

納
得
ゆ
く
迄
行
な
う
掠
に
心
掛
け
て
ゆ
く

一
而
も
落
付
い
て
説
明
出
来
る
様
な
カ
ウ
ン

一
液
明
、
死
凶

ω推
定
、
廷
に
佼
傷
、
州問政

一

つ
も
り
で
す
。
叉
来
夏
の
遺
習
に
は
是
非
一
セ
リ

ン
グ

ル
1
ム

(
相
談
宗
)
が
是
非
必

一
等
の
分
野
に
も
及
ん
で
い
る
現
状
を
話
さ

参
加
す
る
つ
も
り
で
居
り
玄
す
。

一

裂
で
あ
る
ζ

と
を
力
説
し
、
ζ

れ
に
よ
っ

一
れ
た
。

(一
二

村

力

き

一
て
患
者
の
理
解
と
治
療
の
必
要
刊
を
あ
ら

一

手
り
に
故
近
起

っ
た
数
々
の
役
人
客
一
件

。
今
回
の
誕
習
会
に
お
き
ま
し
て
、
わ
か

一
か
じ
め
よ
く
納
得
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

一
の
小
か
ら
商
科
の
領
域
殊
に
佼
傷
、
飼
い
拠

ら
な
い
な
が
ら
も
、
町
州
態
説
明
分
析
、

X
一
い
と
の
べ
ら
れ
た
。
ま
た
従
来
や
や
も
す

一
そ
の
他
七
件
解
決
に
重
要
な
、
き
め
手
と
な

線
規
格
写
真
分
析
等
、
近
代
歯
科
矯
正
学

一
れ
ば
歯
科
医
師
の
中
に
は
患
者
の
言
い
な

一
っ
た
実
例
に
つ
い
て
話
を
さ
れ
、
今
後
斯

の
流
れ
の
一
端
に
ふ
れ
る
ζ

と
が
で
き
ま

一
り
に
な
っ
て
治
療
を
行
な
っ

て
い
る
者
の

一
の
様
な
場
合
に
は
法
医
学
者
や
そ
の
方
面

し
た
。
矯
正
壮
以
内
の
製
作
で
は
直
依
に
諸

一
居
る
事
告
事
実
に
基
い
て
説
明
さ
れ
た
が

一
の
匂
門
家
に
の
み
委
ね
る
事
な
く
一
般
臨

先
生
方
の
御
指
辺
を
た
ま
わ
り
、
心
か
ら

一
乙
れ
に
は
我
々
は
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら

一
床
家
と
騰
も
術
科
医
乍
的
知
識
を
充
分
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。
乙
の
講
習
会
を
第
二
伝
い
と
考
え
た
。
ま
た
掬
科
医
師
が
似
日

一
活
用
し
協
力
し
は
け
れ
J

ば
な
ら
な
い
事
を

ぶ
と
し
て
、
我
々
は
今
歯
科
矯
正
と
い
う

一
の
診
療
に
際
し
て
の
エ

ネ
ル
ギ

ー
の
消
耗

一
痛
感
し
た
次
第
で
あ
る
。

階
段
を
一
段
ず
つ

の
ぼ
り
は
じ
め
た
所
で

一
を
掠
械
、
材
料
等
の
配
置
や
助
手
、
介
補一

1
1

1

1
I

l

l

i

-

-
ー

ー

あ
り
ま
す
。
斎
藤
、
山
木
両
教
授
、
教
室
一
者
等
の
位
置
を
考
慮
す
る
叫
に
よ
っ
て
戎

一
訂

正

の
先
生
方
の
御
指
導
、
御
敏
縫
を
心
か
ら

一
る
程
度
少
く
す
る
噂
が
出
来
る
と
述
べ
、

一
前
号
小
円
相
間
会
長
小
原
稔
氏
は
小
原
宍
氏

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
(
水
上
孟
司
)

一
実
例
を
8
ミ
リ
映
闘
に
よ
っ
て
説
則
さ
れ

一
の
誤
り
に
つ
き
訂
正
致
し
ま
す
。
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三
水
会
新
生
記
念

学
会
及
び
総
会

三
浦
半
島
地
区
に
在
住
の
同
窓
を
以
て

箭
成
す
る
三
水
会
の
新
生
記
念
学
会
と
総

会
が
去
る
六
月
十
七
日
、
母
校
よ
り
福
品

学
長
、
斎
藤
副
学
長
、
大
井
病
院
長
、
三

崎
教
授
、
平
升
予
科
教
授
及
び
中
井
同
窓

会
長
を
迎
え
開
供
さ
れ
た
。
三
水
会
と
は

故
奥
村
先
生
が
コ
一
浦
と
水
道
橋
に
因
み
命

名
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
前
身
は
血
脇

先
生
の
命
名
に
よ
り
刺
日
会
と
称
し
、
四

十
年
近
い
歴
史
を
誇
る
神
奈
川
県
下
の
問

窓
会
中
、
最
も
由
緒
深
い
会
で
あ
る
。
当

日
、
午
後
一
時
よ
り
償
須
賀
双
医
会
館
に

於
て
他
校
出
身
柄
科
阪
の
聴
講
希
望
者
を

交
え
三
崎
教
授
の
「
根
端
病
変
と
上
顎
洞

の
関
係
」
と
題
す
る
議
演
及
び
田
村
助
教

授
解
説
に
依
る
映
州
「
商
根
端
切
除
術
」
が

あ
り
一
同
感
激
、
深
く
聴
講
し
終
っ
て
学

長
以
下
来
賓
諸
先
生
に
は
観
音
崎
観
光
ホ

テ
ル
に
御
休
息
い
た
ど
き
、
折
か
ら
快
晴

に
一
忠
ま
れ
た
三
浦
半
白
の
風
光
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
い
た
。
午
後
六
時
半
よ
り
料
亭

小
松
に
於
て
姉
弟
膝
を
交
え
て
懇
親
会
に

移
り
冒
頭
老
い
も
出
れ
き
も
芦
を
揃
え
て
校

歌
を
合
唱
、
心
温
ま
る
情
景
で
あ
っ
た
。

宴
席
に
集
う
者
五
十
数
名
師
を
囲
み
懐
旧

談
に
花
を
咲
か
せ
時
の
移
る
の
も
忘
れ
る

程
で
あ
っ
た
。
当
夜
は
学
長
以
下
当
地
に

御
宿
泊
い
た
だ
く
予
定
で
あ
っ
た
が
御
都

合
に
よ
り
斎
藤
副
学
長
平
井
予
科
教
授
を

除
き
帰
京
せ
ら
れ
た
の
は
残
念
で
あ
っ

た。
出
席
者
、
福
烏
学
長
、
斎
藤
副
蛍
長
、

大
井
病
院
長
、
三
崎
教
授
、
田
村
助
教
授

、
中
井
同
窓
会
会
長
他
来
賓
五
名
、
同
窓

会
鎌
倉
支
部
三
名
、
三
水
会
員
四
十
七
名

東京歯科大学同窓会会報昭和37年 8月25日

各

地

同

窓

会

文

支

宮F

京

区

六
月
十
四
日
(
木
)
夕
刻
よ
り
区
内
の

割
烹
か
ね
乙
に
於
て
本
年
度
文
京
区
支
部

総
会
並
に
懇
親
会
を
開
催
し
た
。
梅
雨
時

の
ど
ん
よ
り
し
た
宅
模
様
で
き
に
雨
上
っ

た
が
正
に
七
月
中
旬
を
思
わ
せ
る
笈
、
し
暑

き
で
あ
っ
た
。
来
賓
と
し
て
中
井
同
窓
会

長
、
斎
藤
副
学
長
を
お
迎
え
し
て
灰
内
の

最
高
令
者
松
原
勉
先
生
も
久
方
振
り
に
元

気
な
姿
を
見
せ
ら
れ
多
数
会
員
の
方
々
の

出
席
を
得
て
仲
々
の
盛
会
で
あ
っ
た
。
定

刻
よ
り
大
分
遅
れ
て
申
し
訳
け
鑑
μ

か
っ
た

が
七
時
廿
分
に
総
会
は
蓮
見
副
支
部
長
の

司
会
に
よ
り
開
会
さ
れ
た
。
佐
久
間
副
支

部
長
の
開
会
の
辞
に
初
ま
り
林
支
部
長
の

挨
拶
が
あ
っ
て
次
で
来
賓
中
井
同
窓
会
長

よ
り
同
窓
会
の
近
況
を
斎
藤
副
学
長
よ
り

母
校
の
近
況
を
伝
え
る
お
話
を
伺
っ
た
。

次
に
佐
久
間
副
支
部
長
に
よ
り
庶
務
報
告

が
行
わ
れ
た
。

ζ

の
一
年
間
は
幸
に
物
故

者
が
無
く
真
に
嬉
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

長
期
療
養
の
杉
山
、
海
老
原
、
松
尾
の
三

先
生
も
漸
次
快
方
に
向
わ
れ
全
快
も
間
近

い
事
と
喜
び
に
堪
え
な
い
。
次
に
新
入
会

員
の
紹
介
が
あ
っ
て
、
次
で
議
案
た
る
長

期
療
養
会
員
の
見
舞
並
に
物
故
会
員
及
び

物
故
家
族
の
弔
慰
に
関
す
る
件
の
審
議
を

無
事
終
了
し
て
懇
親
会
を
開
催
し
た
。
大

分
時
刻
も
た
つ
て
い
さ
さ
か
空
腹
を
覚
え

て
い
た
の
で
酒
盃
も
快
調
に
傾
げ
ら
れ
、

老
若
垣
を
は
ず
し
て
歓
談
に
花
が
咲
き
時

の
過
ぐ
る
を
忘
れ
た
。
十
共
に
同
釜
同
鍋
の

同
窓
は
よ
き
も
の
で
あ
る
。
乙
の
純
粋
な

喜
び
に
如
何
に
酔
い
し
れ
、
如
何
に
大
声

に
快
哉
を
絶
叫
す
る
と
も
天
人
共
に
と
が

め
ぬ
で
あ
ろ
う
。
名
残
り
は
尽
き
ぬ
が
閉

の

-つ}」

き

会
の
時
刻
も
迫
っ
た
の
で
九
時
四

O
分
お

互
の
健
康
を
祝
し
合
っ
て
散
会
し
た
。

当
夜
の
出
席
者
(
順
不
同
敬
称
餅
)

中
井
同
窓
会
長
、
斎
藤
副
学
長
、
入
野

春
相
、
入
野
和
夫
、
斎
藤
寛
三
郎
、
奥
家

広
一

、
佐
久
間
話
忠
、
西
井
東
洋
、
飯
品

館
、
A
f
升
芳
長
、
斎
藤
季
夫
、

津
舟
秀

雄
、
長
谷
川
正
康
、
佐
竹
貞
夫
、
中
野
義

基
、
震
石
義
弘
、
森
滋
、
松
原
勉
、
蓮
見

博
、
中
村
正
尾
、
小
川
意
良
、
安
達
姦

典
、
中
村
毅
、
林
清
一
郎
、

(
林
記
)

静

県

昔日

岡

支

新
緑
葉
風
の
六
川
二
十
三
円
下
田
町
下

回
温
泉
ホ
テ
ル
で
第
二
十
一
固
定
時
総
会

を
開
健
し
た
。

奥
伊
豆
十
数
万
住
民
の
六
十
年
来
の
悲

顕
で
あ
っ
た
伊
東
下

m聞
の
伊
豆
急
行
電

車
が
開
通
し
た
の
を
機
と
し
て
会
員
の
待

望
久
し
き
下
田
町
で
総
会
を
開
く
願
が
叶

っ
た
の
で
あ
る
。

出
欠
席
の
返
い
を
見
る
と
八
十
名
近
く

な
り
支
部
開
設
以
来
の
多
数
出
席
で
う
れ

し
い
悲
鳴
で
あ
る
。

地
元
の
下
田
町
会
員
の一

方
な
ら
ぬ
尽

力
と
地
元
幹
事
、
笹
本
允
男
君
の
長
い
間

の
準
備
に
は
感
謝
の
外
あ
り
ま
せ
ん
。
加

う
る
に
二
十
三
日
と
二
十
四
日
は
梅
雨
期

に
は
珍
ら
し
い
晴
天
に
恵
ま
れ
素
晴
し
い

総
会
は
終
始
し
ま
し
た
。

伊
東
か
ら
下
回
迄
の
電
車
は
ガ
ラ
ス
張

り
の
明
る
い
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
車
体
で
滑
り

出
す
と
快
適
、
乗
り
心
地
が
よ
い
。
川
奈

駅
に
出
る
と
熱
糊
お
ど
る
太
平
洋
が
眼
前

に
聞
け
る
。
長
く
っ
き
出
た
真
鶴
岬
や
洋

上
に
海
ん
に
初
島
、
大
島
が
夢
の
様
に
煙
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天
別
地
で
あ
る
。
笹
本
君
は
御
家
族
を
挙

げ
て
の
歓
待
を
以
て
迎
え
ら
れ
、
、
飽
「
と

乙
ぶ
し
」
の
美
味
、
み
そ
汁
の
珍
味
、
い

つ
迄
も
残
る
味
で
し
た
。
(
徳
永
記
)

当
日
の
出
席
者
笹
本
允
男
、
問
允
利

同
允
明
、
菊
地
光
、
杉
山
明
、
小
山
田
修

沢
田
善
太
郎
、
土
屋
謙
一
、
西
山
忠
彦
、

小
川
知
二
、
岡
山
川阜
、
甲
斐
清
、
小
林
昭

男
、
大
杉
精
土
口
、
栗
田
春
海
、
佐
藤
俊
一

本
田
和
彦
、
椎
貝
清
文
、
笹
本
平
蔵
、
浅

井
政
品
、
小
山
彦
平
、
佐
藤
摩
事
、
楠
田

昭
夫
、
徳
永
寅
蔵
、
岡
筒
士
雄
、
外
圭
三

、
新
保
政
美
、
亀
井
正
彦
、
浅
井
寿
一
、

丸
山
実
太
郎
、
河
村
孝
義
、
井
川
重
利
、
大

野
袷
之
、
鈴
木
秋
雄
、
河
村
三
省
、
佐
々

木
清
、
児
山
久
勝
、
議
子
敬
四
郎
、
続
清

典
、
田
村
清
夫
、
判
決
惣
一
、
朝
浪
篤
、

松
田
潔
、
下
村
醇
、
大
畑
窓
太
郎
、
竹
下

忠
平
、
荻
原
弘
、
岩
尾
秀
夫
、
域
国
一

二

、
大
石
修
て
巾
村
幸
義
、
中
尾
良
正
、

岡
村

一
夫
、
五
条
万
次
郎
、
中
原
欽
吾
、

平
岡
光
一
、
板
倉
一
民
、
塚
田
陸
弥
、
犬

沢
一
康
、
名
波
佐
智
夫
、
山
下
敏
夫
、
藤

田
彦
平
、
際
原
雅
利
、
武
際
勉
、
山
下
初
一

彦
、
森
田
福
造
、
内
国
道
貫
、
榎
本
要
二

泉
地
栄
寿
、
市
川
潔
、
足
立
益
峰
、
藤
原

康
功
、
坂
本
血
有
一
美
、
小
沢
悦
郎
(
敬
称
略
)
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三いなも東の中で東主自身当綿員い十 f二、 、、 例年 し散にのさ諸藤い、引りい時
縁るい往聾松下下海いま延番密 lこに入。山去今 lこに 愛 たしてーを先沢た中き精し総
堤新が復習原車部道。で線 l乙、目張名参梨る年な一 知 o tこ出実Ij増生のだ井つ場 山 会
の東、し線等し温線先なの 一 照的切の加県七も つ 因 。発をしも西き同づ一本を
作海「て喜のて泉をずい治任到地 つ多 者下月又ては 県 倫タ泊、お口、窓き致支開
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(
第
五
頁
よ
り
つ
づ
く
)

員
も
、
折
角
の
機
会
と
、
態
々
途
中
下
車

し
て
、
参
拝
す
る
付
妙
さ
。
亭
々
に
る
樹

木
の
山
道
を
一
地
っ
て
、
久
述
寺
本
堂
前

κ、
家
円
安
全
を
祈
願
す
る
。
う
だ
る
持

さ
の
中
に
、
伝
若
休
愁
所
で
一
杯
の
お
茶

に
喉
を
う
る
ほ
し
、
一
服
し
て
涼
を
求
め

る
。
山
を
2

日
動
苅
で
下
っ
て
、
目
的
の
下

部
ホ
テ
ル
に
入
っ
た
の
は
、
四
時
半
亡
。

山
あ
い
の
静
か
な
下
部
。
こ
の
素
晴
し
い

泊
。
一
カ
バ
も
前
か
ら
咋
心
し
て
設
営
し

た
当
番
幹
誌
の
矢
作
が
判
っ
て
か
、
宿
の

主
人
ま
で
出
迎
え
て
く
れ
る
。
日
頃
対
出
問

者
の
問
題
で
、
追
い
同
さ
れ
て
い
る
会
員

で
あ
る
に
け
に
、
年
に
一
度
こ
の
機
会

に
、
大
い
に
楽
し
み
た
い
。

仮
令
え
山
山
マ
ば
か
り

ω安
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
は
そ
れ
。
第
二
次
会

ω手
も
あ
る
と

い
う
も

ω
r
o
大
い
に
飲
み
、
大
い
に
食

い
楽
じ
め
ば
よ
い
。
い
づ
こ
り
会
も
同
じ

で
あ
ろ
う
。

知
い
更

ω授
と
は
い
え
、
宴

ωあ
と
は

夫
々
の
出
憶
に
入
っ
て
、
日
々
の
こ
と
を

韮
問
ハ
ソ
ム
口
い
、
受
一
一
円
が
に

5
や
か
に
、
各
部

屋
か
ら
洩
れ
て
、
仲
々
日
つ
い
た
桜
子
が

な
い
。
旅
は
よ
い
も
の
ど
c

二
十
三
H
、
ゆ
っ
く
り
判
食
会
と
り
、

(
勿
論
判
酒
は
あ
る
)
l
川
凶
十
一
分
に

電
車
に
乗
り
、
昨
日
眺
め
た
却
窓
の
景
色

を
、
満
喫
し
つ
つ
冨
士
駅
に
向
う
。
今
日

も
叉
畏
食
を
こ
の
駅
で
娯
る。

東
海
道
線
に
采
り
川
広
で
途
中
下
車
。

駅
に
は
、
清
水
市
の
判
出
副
会
長
、
河
村

専
務
理
事
の
両
氏
が
出
迎
え
て
く
れ
、
周

遊
の
た
め
の
車
を
心
配
し
て
く
れ
て
い

る
。
有
難
い
乙
と
だ
ω

一
行
同
窓
の
友
情

を
感
謝
し
つ
つ
、
急
い
で
買
の
人
と
な

り
、
両
氏
設
営
に
よ
る
コ

l

ス
を
五
時
間

東京歯科大学同窓会会報昭和37年 8月25日

で
見
物
さ
せ
て
も
ら
う
。

清
水
の
名
所
、
次
郎
長
の
芸
、
天
然
記

念
物
蘇
鉄
、
日
本
平
、
清
水
港
、
設
呂
遺

附
等
、
盛
沢
山
の
場
所
を
一
人
の
落
伍
者

も
な
く
、
く
ま
な
く
見
て
同
れ
た
こ
と

は、

A
J

く
;
一
日
ぺ
乙
と
だ
っ
た
。
紙
上
を
借

打
て
、
両
氏
に
U
F
く
お
礼
を
申
上
げ
た

、。
向
日
共
に
天
候
に
出
ま
れ
、
暑
さ
は
、

う
た
る
松
で
は
あ
っ
た
が
、
方
ト
山
廿
計
州
の

時
間
一
伴一り
に
運
ぶ
》
」
と

ω出
来
た
の
は
、

会
長
ぷ
氏
の
四
月
一
解
と
餌
力
と
に
よ
り
、
当

事
叶
幹
ド
勺
り
指
示
を
上
く
守
っ
て
い
た
だ
け

仁
絞
れ
で
、
何
上
打
点
げ
し
い
こ
と
で
あ

る。
静
岡
駅
で
東
一
郎
五
号
に
一
乗
車
し
、
往
路

は
立
っ
た
が
、
帰
途
は
全
員
時
席
を
得
た

ζ

と
も
、
旅
を
一
回
愉
快
に
し
て
く
れ

-

』

O

ナー

別
出
向
の
骨
一
量
一
戸
川
h

、
約
一
で
参
加
者
会
芦
に

よ
っ
て
な
・
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

参
加
ボ
名
簿
(
順
不
同
)

曾
閏
真
て
城
所
定
的
、
加
除
一

郎
、
常

国
野
義
彦
、
彦
坂
武
、
際
城
日
何
都
、
山
本

弥
市
、
藤
城
武
、
神
山
英
夫
、
白
井
智
、

山
本
保
吉
、
伊
藤
円
、
山
本
半
、
太
凹
俊

的
、
民
!
円
一
軒
桁
、
知川
h
w
J

「比
仙
似
、
リ
川
水
白
弘
、

丸

山

花

午

ロ

坂

i
f
t
)

九

ク

ラ

ス

会

便

り

九

十

年

会

一
ス
に
て
、
大
王
的
位
台
見
物
に
及
び
、
限

現
在
ま
で
に
京
都
、
和
歌
山
、
神
奈
一
一
卜
に
出
糊
お
と
る
太
平
洋
を
眺
め
む
が
ら

川
、
変
知
と
地
十
万
総
会
を
開
催
し
、
今
年

一
新
鮮
な
'
似
の
任
を
味
い
。
休
白
川
後
、
ハ
ス

五
バ
十
二
日
十
三
日
の

一
一
同
一
日

ω旅
と

一
ガ
l
ル
の
歌
や
ク
イ
ズ
に
叉
御
国
自
慢
の

し
て
三
軍
保
鳥
羽
市
で
開
削
附
し
た
。
ぶ
川

一
方
言
ゃ
、
外
地
で
の
万
労
し
た
話
を
車

一

若
の
御
世
話
で
伊
勢
駅
前
に
集
合
後
、
神
一
杯
に
刊
か
せ
つ
つ
、
鳥
羽
着
、
御
木
本
真

宮
参
拝
、
二
見
見
物
、
夕
刻
鳥
羽
の
松
島
一
珠
山
品
の
見
物
も
終
っ
て
、
再
び
逢
う
日
ま

別
館
で
落
着
、
き
、
御
同
行
の
奥
線
放
ぴ
お
一
で
お
互
い
の
健
康
を
約
し
つ
つ
東
西
へ
と

嬢
様
を
加
え
た
懇
判
刷
会
を
開
催
、
石
川
君

一
知
路
に
つ
い
た
。

の
お
嬢
さ
ん
の
あ
ざ
や
か
な
円
本
舞
踊
浦

一

m
m有
名
川
叉
夫
妻
(九
州
)
大
西
夫

μ太
郎
の
お
ど
り
に
、
サ
一
れ
き
日
の
も
て
た
一
妻
(
高
松
)
於
浦
夫
妻
(
大
阪
)
石
川
夫
妻

こ
と
ど
も
を
思
い
う
か
べ
つ
つ
現
在
の
我
一
次
ぴ
お
嬢
さ
ん
(
三
重
)
竹
下
若
及
び
お
嬢

身
を
偲
べ
ば
習
い
覚
え
た
各
日
の
趣
味
の
一
さ
ん
(
静
岡
)
秋
山
夫
妻
(
神
奈
川
)
鈴
木
銀

披
照
に
時
を
す
ご
し
、
野
村
保
雄
君
作
の

一
夫
妻
(
東
京
)
玉
井
夫
妻
(新
潟
)
藤
本
(
佐

十
年
会
記
録
映
↑向
で
、
旧
友
の
す
が
た
一
賀
)
布
川
(
愛
媛
)
藤
本
(
広

μ)
平
井
(
奈

ゃ
、
昨
に
夜
の
一
史
け
る
の
も
知
ら
ず
、
深
一
良
)
真
砂
(
和
歌
山
)
桝
(
京
都
)
平
野
(
桑

夜
に
及
ん
ピ
。
翌
刺
初
夏
を
思
わ
す
気
候
一
名
)
小
川
(
甲
府
)
白
須
賀
、
石
原
、
野
村

と
快
晴
に
恵
ま
れ
て
、
南
下
し
、
賢
岳
よ

一
(
東
京
)
久
保
田
(
大
船
)
以
上
二
十
九
名
で

り
、
益
殖
真
珠
具
の
筏
再
什
ぶ
風
光
明
美
な
一
あ
っ
た
。
次
の
地
方
会
は
、
故
中
山
君
が

英
慮
湾
を
船
で
遊
び
、
御
山
陀
か
ら
再
び
パ
一
眠
む
る
佐
渡
が
島
で
玉
井
若
の
御
世
話
で

テ
イ
を
し
て
新
し
い
ム

l
ド
を
味
合
い
な

一

一

記
)
一
が
ら
来
年
も
約
束
し
つ
つ
別
れ
た
。
明
年

一

一
は
千
葉
の
各
位
か
お
世
話
を
引
受
け
て
呉

一

一
れ
ま
し
た
ど
う
ぞ
今
か
ら
御
期
待
を
し
て

一

昨
年
の
ク
ラ
ス
総
会
で
今
年
は
母
校
友
一
名
数
の
御
参
加
を
切
望
し
ま
す
。

(aM
記
)
一

業
コ
一
寸
1

・1
州
年
を
包
念
し
て
感
吠
に
開
催
一
出
席
者
荻
沼
、
田
沢
、
秋
山
、
平
山

一

す
る
乙
と
に
決
定
し
て
、
仙
一
!
の
桁
津
、

一丸

μ、
成
毛
夫
妻
、
浅
野
夫
妻
、
山
口
、

阿
部
、
三
宅
の
三
君
に
お
世
話
役
を
お
願
一
太
田
、
鹿
山
、
治
水
夫
妻
、
西
山
夫
妻
、

い
し
た
と
乙
ろ
、
非
常
な
お
骨
折
内
で
万
一
森
下
夫
妻
、
佐
藤
、
千
野
、
清
宮
、
畑
、

出

ω
準
備
を
せ
ら
れ
、
六
月
十
六
、
七
日
一
波
辺
、
小
野
、
似
品
、
三
浦
、
加
際
、
大

の
両
U
M

に
仙
台
郊
外
作
並
温
泉
で
川
れ
一
月
、
岡
本
、
中
村
、
柳
沼
、
山
路
、
山
本

た
。
天
候
は
不
順
続
き
の
初
夏
、
祈
れ
な
一
片
岡
、
岡
山
、
黒
田
夫
妻
、
成
田
及
び
令

J

媛
、
梅
津
、
阿
部
、
三
宅
、
塙

開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
七
、
六
、
六
(
久
保
町
正

一

更

会

虫ムロ

好
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
会
員
今
に
か
つ
て

な
い
盛
会
で
あ
っ
た
。
十
六
日
は
近
代
的

デ
ラ
ッ
ク
ス
な
ホ
テ
ル
松
雲
閣
で
お
互
に

土
日
を
語
り
今
を
話
し
合
い
硲
大
ぺ
宴
会
で

総
会
を
行
い
、
翌
朝
は
級
友
浅
井
亨
若
の

参
議
院
選
挙
必
勝
を
祈
願
し
た
寄
せ
書
き

を
し
て
の
ち
貸
切
り
パ
ス
で
境
釜
、
松
島

の
遊
覧
を
行
い
、
パ

l

p
ホ
テ
ル
に
て
昼

食
を
と
り
記
念
撮
影
を
し
て
仙
台
市
内
の

遊
覧
を
行
っ
た
。
夕
刻
仙
台

一
の
豪
華
キ

ャ
バ
レ

ー
「ク
ラ
ウ
ン
」
で
さ
よ
な
ら
パ

l

フ

鹿

鳴

会

今
夏
は
格
別
な
お
守
さ
で
す
が
、
鹿
鳴

会
々
口
一ω
前
M
ん
に
は
如
何
お
過
し
で
す

一

か
。
木
紙
を
借
り
て
消
し
で
山
小
お
見
舞

一

い
申
上
げ
ま
す
。
ど
う
か
'H
愛

'H
百

ω
一

上
、
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
き
て
一

先
介
会
臼
多
数
の
要
望
に
よ
っ
て
、
絶
大
一

な
御
協
力

ω干
に
発
足
致
し
ま
し
た
。
ま

一

た
卒
業
三
十
五
周
年
記
念
ア
ル
バ
ム
作
成

一

は
、
お
申
込
み
を
頂
い
た
極
く
少
数
の
方

一

々
か
ら
泣
憾
な
が
ら
写
只
の
御
送
付
が
な

一

く
、
そ
の
後
再
三
の
お
願
い
に
も
御
返
事
一

が
頂
け
ず
、
本
部
と
し
て
も
編
集
が
で
き
一

ず
、
全
く
無
意
味
な
二
か
年
を
過
し
て
し
一

ま
い
ま
し
た
乙
と
を
深
く
お
詑
び
申
上
げ
一

ま
す
。
殊
に
お
申
込
み
と
同
時
に
御
家
族
一

の
近
影
を
早
速
に
お
送
り
下
さ
い
ま
し
た
一

那
波
四
郎
君
の
突
然
の
御
逝
去
に
は
、
関
，

係
者
と
し
て
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
私

共
も
や
む
を
え
ず
期
限
っ
き
の
御
通
知
を

し
て
、
ま
だ
御
送
付
願
え
ぬ
方
も
お
り
ま

す
が
、
漸
ゃ
く
八
十
七
名
分
の
写
真
が
集

り
ま
し
た
の
で
、
い
よ
い
よ
編
集
会
を
聞

い
て
、
業
者
と
折
渉
を
始
め
る
運
び
と
な

り

ま

し

た

(

第

七
頁
に
つ
づ
く
)



号

-
-

肝

天

心

会

崎

一

去
る
百
一
一
一
目
、
旅
ね
て

ω
お
知
ら
せ

げ
一

の
通
り
、
小
部
地
氏
に
在
住
す
る
級
友
治

一
君
の
お
骨
折
り
に
上
る
天
心
会
臨
時
総
会

に
出
席
の
、
為
、
会
員
並
び
に
そ
の
家
僚
の

蜂

和

会

乙
の
報
円

ω出
る
頃
は
夏
も
終
り
で
し

R
Eょ
う
。
泌
校
関
西
の
蜂
和
会
同
窓
の
方
々

全

一
の
報
れ
に
よ
り
十
一
刀
十
日
(
土
)
ぴ
わ

ム玄

一
湖
畔
の
紅
葉
館
に
決
定
し
ま
し
た
。
今
か

内忠

一
ら
申
込
ん
で
置
き
ま
せ
ん
と
時
節
柄
あ
り

同

一
ま
せ
ん
。
早
速
在
京
の
方
々
と
も
相
談
の

淳

一
上
会
費
、
日
程
等
発
表
い
た
し
ま
す
。
全

計

一
国
蜂
和
会
の
労
々
何
卒
万
…
郊
を
排
し
て
御

町

一
出
席
下
さ
る
様
お
願
い
し
ま
す
。
久
方
ぶ

宗

一
り
に
会
い
ま
し
ょ
う
第
一
回
の
湯
川
原
で

東

一
会
っ
た
時
は
四
拾
数
名
で
し
た
。
奥
様
御

同
作
も
大
歎
迎
で
す
。
廿
五
川
年
に
は
叉

会
い
ま
し
ょ
う
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
忘
れ
ず

に
。
今
回
の
出
席
乙
そ
人
々
五
十
年
の
一

番
池
の
の
っ
た
時
代
を
か
ぎ
る
楽
し
い
会

合
に
し
た
い
と
忠
い
ま
す
。
自
分
一
人
佼

出
な
く
て
も
で
は
な
く
。
あ
の
源
ち
ゃ
ん

に
出
席
を
と
ら
れ
る
時
の
つ
ら
さ
の
積
り

で
是
非
出
席
し
て
下
さ
い
。(
佐
藤
武
正
記
)

(
第
六
頁
よ
り
つ
づ
く
〉

日

成
る
べ
く
立
派
な
も
の
に
し
た
い
と
は
思

国

い
ま
す
が
、
物
価
の
値
上
り
益
に
希
望
部

i
u

数
が
意
外
に
少
い
た
め
に
一
仰
が
高
側
に

咋

一
な
り
、
予
定
金
額
で
は
か
な
り
無
理
の
よ

和

一
う
で
す
。
し
か
し
、
何
ん
と
か
御
期
待
に

昭

一
そ
の
よ
う
に
努
力
致
し
ま
す
。

イ

一
月
の

一
総
会
ま
で
に
は
完
成
し
た
い
と
思
い
ま
す

大
変
に
遷
延
致
し
ま
し
た
の
で
、
経
過
の

一
端
を
述
べ
て
御
了
解
を
求
め
る
次
第
で

あ

り

ま

す

。

(

木

村

記

)

有
志
、
伊
勢
市
駅
頭
へ
と
集
っ
た
。
見
物
し
、
「
位
界
中
の
女
の
首
を
し
め
て

先
づ
伊
勢
外
宮
と
内
宮
に
参
拝
し
、
二
一
や
る
ー
一
と
豪
語
さ
れ
、
九
十
六
才
の
生
涯

見
ケ
浦
を
見
物
し
て
総
会
場
た
る
鳥
羽
浦
了
伊
』
と
ド
た
御
木
本
本
士
ロ
翁
の
真
珠
烏
へ
と

な
る
待
月
楼
へ
と
向
っ
た
。
集
う
処
三
十一

廻
っ
た
。
海
女
の
H
H
と
り
か
ら
真
珠
加
工

九
名
、
午
後
七
時
よ
り
吉
田
博
君
の
司
会
一
口
聞
の
出
来
上
る
ま
で
の
工
程
等
を
見
学

の
も
と
に
天
心
会
臨
時
総
会
は
聞
か
れ
一
し
、
三
重
交
通
パ
ス
に
乗
り
次
の
見
学
地

た
。
三
宅
、
加
藤
両
君
が
地
元
を
代
表
し
一
へ
と
出
発
し
た
。

て
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
各
地
区
よ
り
一
昼
食
を
磯
部
の
「
川
八
」
に
て
食
す
。

数
名
の
者
が
挨
拶
を
述
べ
、
天
心
会
ア
ル
一
美
味
な
る
乙
と
は
味
に
つ
い
て
最
も
う
る

パ
ム
の
件
に
つ
き
佐
々
木
君
、
故
大
久
保
一
さ
い
某
君
が
最
も
ほ
め
て
い
た
の
で
お
わ

晴
正
君
に
つ
い
て
安
嶋
君
が
報
告
し
、
目
一
か
り
か
な
。
再
び
掃
討
市
の
賢
品
へ
と
向
っ

と
う
を
捧
げ
た
。
熱
田
日
歯
代
議
員
の
日
一
た
。
パ
ス
と
別
れ
再
び
船
に
乗
り
英
虞
湾

関
現
況
報
告
が
あ
っ
て
総
会
を
終
っ
た
。
一
の
リ
ア
ス
式
海
岸
の
典
刑
的
線
の
小
仏
と

待
月
楼
自
慢
の
黒
潮
の
も
た
ら
す
海
の
一
仰
に
円
ぞ
か
が
や
か
す
。
乙
こ
に
も
た
ん

さ
を
大
名
料
理
と
称
し
、相作
を
着
せ
ら
れ
一
ぽ
が
沢
山
う
か
ん
で
い
た
。

'l
具
に
到
着

て
先
づ
記
念
撮
影
を
す
る
。
座
放
で
面
に
一
し
再
び
パ
ス
に
梁
り
波
切
へ
と
向
い
大
王

大
漁
の
の
ぼ
り
を
立
て
た
漁
船
型
の
調
理
一
崎
燈
台
に
捻
る
。

台
に
て
、
目
の
下
一
一
尺
に
な
ん
な
ん
と
す
一
波
切
か
ら
終
浩
駅
伊
勢
市
へ
と
進
む
。

る
本
鯛
を
包
丁
一
さ
し
に
て
即
死
せ
し
め
一
船
並
に
車
中
天
心
会
運
営
方
法
救
屋
市
の

る
術
、
伊
勢
エ
ビ
の
雌
維
の
別
や
愛
情
の
一
件
等
に
つ
き
色
々
と
相
談
が
あ
っ
た
が
、

処
を
知
ら
さ
れ
る
。
一
一
一
枚
に
お
ろ
し
た
し
一
乙
れ
ら
の
本
に
つ
い
て
は
十
一
月
の
定
時

ま
鯛
が
、
頭
と
骨
の
み
に
て
数
時
間
お
よ
一
総
会
に
は
か
る
ー
と
し
、
次
回
の
臨
時
総

ぐ
の
図
等
め
づ
ら
し
き
様
々
を
見
せ
ら
れ
一
会
は
長
阿
見
仙
川
心
得
が
一
一
泊
一二
日
に
て
石

裕
資
の
全
員
し
き
り
に
う
な
る
。
停
電
と
一
川
以
を
小
心
と
す
る
地
区
に
お
い
て
行
う

思
い
き
や
二
の
膳
に
乗
る
さ
ま
え
の
っ
ぽ
で
し
と
に
な

司
た
ω

焼
が
メ
ラ
メ
ラ
と
焼
か
れ
て
お
り
、
磁
の
一
午
後
五
時
三
十
分
終
前
駅
に
着
、
き
、
思

香
高
く
附
黒
の
中
の
み
ご
と
な
光
景
で
シ
一
い
出
も
さ
ま
ざ
ま
な
小
に
も
楽
し
か

っ
た

ヤ
ア
タ
ー
が
し
き
り
に
な
る
。
一
今
回
の
計
州
に
対
し
、
お
世
話
下
さ
っ
た

飲
む
程
に
ょ
う
ほ
ど
に
色
香
の
シ
ヤ
ミ
一
中
部
地
区
各
伎
に
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
合

の
古
も
速
く
且
つ
近
く
、
各
自
の
名
人
芸
一
い
乍
ら
技
会
し
た
り
で
あ
っ
た
。

の

続

出

に

留

ま

る

を

知

ら

ず

。

宜

し

く

懇

一

(

笠

井

記

)

耕
の
宴
を
閉
じ
、
別
室
に
て
前
阿
君
が
準
一
出
席
者
安
嶋
、
足
立
、
熱
田
夫
妻
、

備
せ
る
8
ミ
リ
学
術
映
写
会
を
聞
く
。
十
一
石
田
(
秋
〉
夫
妻
娘
、
大
杉
父
娘
、
笠
井
、

一
.
時
を
過
ぎ
て
夢
の
中
氏
と
ね
む
っ
た
。
一
加
線
、
金
子
、
上
村
、
坂
本
、
佐
々
木
夫

翌
似
の
食
卓
は
、
昨
夜
の
記
念
写
真
を
一
妻
、
須
藤
夫
妻
、
長
岡
、
中
村
、
浜
見
、

見
乍
ら
の
食
事
を
す
ま
せ
、
早
、
必
遊
覧
船
一
本
多
夫
妻
、
前
岡
、
三
角
、三
宅
、村
田
夫

に
乗
り
、
た
ん
ぽ
(
真
珠
筏
)
に
う
づ
ま
一
妻
坊
、村
松
(
米
)
、森
、横
須
賀
夫
妻
娘
、士口

る
鳥
羽
湾
の
風
光
を
眺
め
、
イ
ル
カ
島
を
一
回
武
夫
妻
、吉
田
博
、新
保
夫
妻
一
(
敬
称
略
〉

十

六

会

酷
暑
が
続
、
き
今
年
も
亦
台
風
季
節
が
や

っ
て
来
ま
し
た
。
雨
が
降
れ
ば
ど
ζ

か
に

氷
害
が
あ
り
、
風
が
吹
け
ば
叉
日
本
の
何

処
か
に
拙
取
得
が
出
る
、
誠
に
い
や
な
国
土

と
は
思
う
が
長
年
住
み
馴
れ
た
故
郷
だ
と

思
え
ば
そ
う
簡
単
に
移
住
す
る
こ
と
も
出

来
ず
、
ま
し
て
桃
源
の
彼
方
へ
逃
げ
出
す

こ
と
な
ど
到
底
出
来
る
も
の
で
は
あ
り
ま

一

志

会

た
び
た
び
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
卒
業
二

十
周
年
記
念
の
ク
ラ
ス
会
に
つ
い
て
は
、

先
日
往
復
ハ
ガ
キ
で
御
案
内
致
し
ま
し
た

が
、
通
知
洩
れ
の
方
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
の
で
、
念
の
た
め
本
紙
上
を
か
り
で
再

度
予
告
致
し
ま
す
。

ま
た
、
往
復
ハ
ガ
キ
の
御
返
専
を
い
た

ど
い
て
い
な
い
方
も
あ
り
ま
す
。
大
分
先

き
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
名
簿
の
整

備
上
お
よ
び
、
旅
館
と
の
交
渉
の
乙
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
御
返
ヶ
下
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

て
十
一
月
二
十
三
日
(
金
)
勤
労
感
謝

の
日
。
土
曜
を
休
め
ば
三
日
続
き
の
休

み
と
な
る
の
で
こ
の
日
を
え
ら
び
ま
し

て
熱
海
「
熱
海
圏
」
一
泊
(
野
口
春
治

君
の
世
話
で
豪
華
な
ホ
テ
ル
を
予
約
す

る
乙
と
が
で
き
ま
し
た
)

一
、
会
設
は
一
人
三
千
五
百
円
程
度
で
す

が
、
参
加
人
員
が
決
定
し
ま
せ
ん

ω
で

確
定
致
し
か
ね
ま
す
。

て
是
非
御
家
族
を
お
つ
れ
に
な

っ
て
ド

さ
い
。
そ
の
他
愉
快
に
一
日
を
す
と
せ

る
よ
う
い
ろ
い
ろ
と
余
州
を
致
し
て
お

り
ま
す
。
御
意
見
を
お
よ
せ
願
え
れ
ば

幸
い
で
す
。

せ
ん
。
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
で
物
心
両

面
の
備
え
ζ

そ
人
生
を
し
て
泰
山
の
安
き

に
置
き
得
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

扱
第
十
七
回
総
会
に
つ
い
て
、
本
年
度

乙
そ
は
関
丙
方
面
で
是
非
と
言
う
声
が
圧

倒
的
多
数
で
、
昨
年
五
反
田
「
八
絃
」
で

の
総
会
席
上
決
議
さ
れ
、
関
西
よ
り
出
席

の
藤
居
君
に
一
任
さ
れ
ま
し
た
。
去
る
六

月
参
議
院
議
員
選
挙
に
忙
殺
さ
れ
て
準
備

が
遅
れ
て
今
回
の
会
報
に
は
間
に
合
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
期
日
は
十
一
月
二
十
三

日
、
場
所
は
京
阿
川
或
は
そ
の
近
く
の
予
定

で
目
下
計
州
小
に
て
詳
細
の
決
定
次
第
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

関
問
在
伶
会
H
H
は
申
す
迄
も
な
く
、
卒

業
以
来
余
り
上
京
さ
れ
な
か
っ
た
地
方
会

員
の
多
数
御
山
席
を
希
望
す
る
と
共
に
、

北
の
話
、
南
の
話
な
ど
持
ち
寄
っ
て
旧
交

を
侃
め
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

山
同
今
同
の
関
内
地
方
総
会
を
契
期
に
北

似
道
、
東
北
、
同
国
、
九
州
と
巡
回
し
た

い
と
汽
え
て
お
り
ま
す
。

何
卒
御
期
待
下

さ
い
。又
地
弁
支
部
或
は
グ
ル

ー
プ
単
位
の
研

究
会
、
'
制
限
会
得
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る

活
動
が
各
地
で
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
と

思
い
ま
す
が
「
東
京
会
」
も
大
体
隔
月
に

集
っ
て
研
究
会
な
ど
を
催
し
て
参
り
ま
し

た
。
去
る
七
刀
一
-
寸
一
日
は
出
席
会
員
十

四
名
に
て
、
東
海
汽
船
橘
丸
船
上
に
夜
の

東
京
湾
一

一州
納
涼
大
会
に
美
女
を
交
え
て

来
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

出
席
者
飯
岡
新
て
山
根
照
人
、
鈴

木
貞
夫
、
坂
覚
、
本
山
周
次
、
大
川
意
保

田
中
俊
三
、
コ
一μ平
八
郎
、
古
田
友
三
、

鹿
野
悦
生
、
松
岡
京
雄
、
佐
藤
章
、
城
所

進
の
諸
対
と
私
村
田
茂

(
村
岡
記
)



萩
原
兼
行
旧
氏
年
月
日
不
詳
鹿
児
日
川
県

崎

醐

棋

会

一桧
岡
一
長
氏
mu
年
月
日
不
詳
愛
媛
川
町

幹
ト
山
昨
の
怖
い
↑
正
い
れ

ωた
め
、
仲
々
会
報
に

一小
川
市
男
氏
日

一昌
也
、
問
、
元

広

わ

以

況
は
か
な
い
の
で
な
す
く

ω
m
Mん
に
お
叱
り
を

一山
内
茂
樹
氏
=
一
也
、
也
、三
一
港
町
内
芝

一受
け
て
い
ま
す
。
乙
ん
ど
か
ら
は
九
(
一咽
円

一

現

住

所

変

更

(
敬
称
略
)

に
4

昔
、
き
ま
す
か
ら
、
日
し
く
御
愛
読

ω程
一
田

村

寛

之

お

福
口
県
相
馬
郡
小
高
町

を
願
い
ま
す
。

一

東
町
二
五

昨
年
秋
、
熱
川
鼠
泉
で
開
慨
し
た
総
会
一
江
上
正
基

7

群
馬
県
邑
楽
郡
千
代
田

に

お

い

て

明

敏

会

の

会

則

を

作

っ

た

ら

よ

↑

村

舞

木

か
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
原
案

一稲

野

八

郎

口

大
阪
市
住
吉
区
粉
浜
本

を
幹
事
に
一
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

秋

の

一

町

二

ノ
一
O
(自
宅
)

総
会
ま
で
に
は
間
に
合
わ
せ
、
諸
兄
に
一
政

一

(六
七

一
)
九
三
五

O

認
し
て
も
ら
う
よ
う
に
な
る
こ
と
と
思
い

一
天
野
郎
一

8

愛
知
県
額
田
郡
額
田
町

ま
す
。

一

鍛
埜
字
土
田
一
八

い
ず
れ
、
今
秋
の
総
会
の
案
内
を
送
り
一
加
藤
浩
助

幻

世
田
谷
区
下
馬
町
三
ノ

ま
す
が
、
奮
っ
て
諸
兄
の
御
参
加
を

期

待

一

一

O
(四一回
)
六
八
三
九

し
て
止
み
ま
せ
ん
。
残
暑
厳
し
き
折
か
ら
一
狩
谷
武
美

お

世

田
谷
区
鳥
山
町

二
二

一

期

会

残
持
厳
し
き
折
か
ら
一
刷
会
の
皆
様
に

は
お
変
り
な
く
、
愈
々
御
滑
躍
の
事
と
思

い
ま
す
。
+
+
品
川

一
期
会
十
川
年
記
念
総
会

の
内
務
に
つ
き
詳
細
に
記
載
致
し
ま
し
た

御
案
内
状
を
皆
様
に
差
上
げ
ま
し
た
処
、

早
速
御
返
事
や
ら
激
励
や
ら
、
一
史
に
叉
、

予
約
金
の
送
付
を
多
数
い
た
だ
き
、
厚
く

御
礼
申
上
げ
ま
す
。
当
本
部
は
も
と
よ

り
、
総
会
場
の
準
備
委
員
で
あ
る
明
石
、

原
、
高
松
の
諸
兄
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

酷
暑
の
中
、
着
々
と
準
備
に
奔
走
下
さ

れ
、
去
る
十
五
日
に
は
川
石
兄
が
わ
ざ
わ

ざ
当
方
に
細
部
の
連
絡
の
た
め
上
京
な
さ

報

一
れ
ま
し
た
。
一
流
の
病
で
心
配
き
な
く
米

企
A

一
し
い
総
会
と
な
す
べ
く
m
m
hベ
御
以
力
干
れ

会

一
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
同
仰
に
は
万
川
一
線

開

一
ム
目
さ
れ
て
御
参
加
干
さ
れ
ま
す
よ
う
お
廠

判

一
い
致
し
ま
す
。
で
は
伊
香
保
飢
泉
で
皆
同
僚

大
z

と
お
会
い
で
き
ま
す
乙
と
を
楽
し
み
に
。

科

(
見
明
記
)
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御
臼
愛
の
程
を
祈
り
ま
す
。
(
江
崎
記
)

六

喜

会

猛
暑
の
折
か
ら
会
員
の
皆
様
に
は
い
か

が
お
過
し
で
し
ょ
う
か
。

き
て
、
先
般
御
案
内
い
た
し
ま
し
た
如

く
、
十
一
月
十
日
(
土
)
午
後
五
時
よ
り
熱

海
の
大
和
ホ
テ

ル
に
て
、
第
阿
回
総
会
を

闘

V
い
た
し
ま
す
。
八
月
七
日
現
在
三
十

四
名
の
出
席
申
込
み
が
あ
り
ま
す
が
、
返

一
お
き
れ
な
い
方
が
ま
だ
だ
い
ぶ
あ
り
ま
す

の
で
出
席
の
有
無
を
大
至
急
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
ま
に
初
の
遠
出
で
す
の
で
、
よ

り
雌
会
に
す
べ
く
奮
っ
て
御
参
会
下
さ
る

よ
う
京
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
之
川
震
対
は
六
月
末
刊
を
も
っ
て
本

山
子
微
生
物
学
教
室
を
や
め
、
出
内
の
閉
業

阪
の
と
乙
ろ
に
款
戦
い
た
し
ま
し
た
。

(
幹
事
)
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